
困難な問題を抱える女性への
支援に関する法律について

令和６年１０月２９日（火） 自殺対策連絡協議会
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埼玉県困難な問題を抱える女性支援基本計画（令和6年度から令和8年度）

R6県女性支援・ＤＶ被害者支援担当者基礎研修資料



埼玉県困難な問題を抱える女性支援基本計画（令和6年度から令和8年度）
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埼玉県の支援体制

7R6県女性支援・ＤＶ被害者支援担当者基礎研修資料



市町村の役割（県計画より）
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「困難な問題を抱える女性」に該当するのは︖

性的な被害、家庭の状況、地域社会との関係性その他の様々な事情により日常生活
又は社会生活を円滑に営む上で困難な問題を抱える女性（そのおそれのある女性を含む）

R6.6月定例会一般質問
「ひきこもり女性」
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困難を抱える女性

DV（配偶者・パートナーからの暴力）

生活困窮

性暴力・性的搾取

家庭内不和（親きょうだいからの暴力）

外国人 高齢者

障害者

若年者

若者ケアラー

知的ボーダーライン

精神疾患
疾病

孤独・孤立

セーフティネットに引っかからない人

SOGIマイノリティ（トランスジェンダー・同性愛者など）

妊産婦



当課が所管する「女性」に特化した事業

女性・DV相談支援センターにおける相談事業「女性のなやみ相談」

女性自立支援事業「はればれ越谷」

専門相談員を有するDV以外の女性からの一般的な悩みの相談にも対応している。
・月〜土 10︓00〜12︓00／13︓00〜16︓00（面接相談・電話相談）
・水・金 17︓00〜20︓00（電話相談）
＊面接相談は要予約
＊土曜日の相談は原則として「女性のなやみ相談」のみ

女性のための法律相談

・毎月第４土曜日 14︓00〜16︓00（予約制・１枠30分）

DV、家族問題やセクハラ、相続など、女性からの法律に関する相談に女性の弁護士が対応する。
実施前にセンター相談員とのインテーク面接が必要。

女性の自立支援に関する事業を実施する市民団体等に助成金を交付し、市が所有する自立支援施設
「はればれ越谷」において講座等の開催、相談カウンセリング（宿泊含む）を実施している。

「ほっと越谷」困難を抱える女性を支援するための事業

第4次越谷市男女共同参画計画前期実施計画の採択事業。さまざまな困難を抱えた女性が長期的展望を
もって生活できるように支援する講座等を実施する。
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女性・DV相談支援センター

◆ 女性・DV相談センター（DV防止法に規定される配暴センター）は、女性相談員の配置ではなく委託に
より運営。委託先の専門性の高い相談員が相談対応を行っている

・DV被害 ⇒ 配暴センター（女性・DV相談）※性別不問
・女性からの相談 ⇒ 女性・DV相談支援センター「女性のなやみ相談」として対応

◆ 現状では男性の相談はDVに限るが、①生活保護等他のサービスを利用しておらず受け皿となる部署
がどこにもなく、②支援措置申出のための意見書を要するケースについては女性・DV相談支援セン
ターで対応

⇒ R6年10月から、男性相談（月1回、電話のみ）開設予定
（相談員は公認心理士、臨床心理師等の資格のある男性を予定）
※DV以外の相談が入った場合にどこにつないだらよいのかの調整が必要
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相談件数は高止まりの状況。証明書等の発行件数も増加の一方
長期にわたって相談が継続しているケースも多数



女性自立支援施設「はればれ越谷」
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◆ 平成17年度より実施する市独自の事業（困難女性支援法に規定する「女性自立支援施設」とは別）。
⇒市が所有する「普通財産」である元住宅を事務所として改装。市民団体等に助成金を交付し運営して
いる。

R6募集要項より

建物の老朽化により大掛かりな修繕が必要な状況（築26年の木造住宅）
「委託的」事業ではあるが、助成金の扱いとしているため単年事業となる。
市内の施設であるため、安全確保が難しい場合がある（もともと施設近隣に居住しているなど）


